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令和２年度第１回エネルギー構造高度化・転換理解促進事業評価報告書 

 

補助事業名 境港市内における再生可能エネルギー活用調査・研究事業 

補助事業者名 境港市 

補助事業の概要 市内の休眠地（公有地）に太陽光発電システムを設置し、近隣

３か所程度の公共施設に供給し、災害時（停電時）における活用

を中心とした事業可能性を調査する。設備を環境学習の場とする

など理解促進の方策も調査する。 

総事業費 12,096,700円 

補助金充当額 12,096,700円 

定量的目標 本事業が終了する令和３年３月に、発電設備の概要や蓄電地容

量、災害時における電力利用計画、理解促進のための基本計画な

ど、事業の概要を決定することを目標とする。 

また、中長期的な目標として、市内の休眠地（公有地）におけ

る太陽光発電事業の実施と、公共施設３か所における防災目的で

の活用（蓄電地設置）の実現を目標とする。また、設置した設備

を環境学習の場として活用し、年間８０名程度の参加を目標とす

る。 

補助事業の成果及び評価（事

業毎にあらかじめ設定した事

業目標を達成したかなど） 

 事業の成果として、想定した未利用公有地における発電設備の

容量及び対象施設、最適な供給方法、防災面及び環境面での効果、

環境学習の方法などの事業概要をまとめることが出来た。 

 また、事業可能性については、概算工事費、ランニングコスト

など費用面及び採算面の観点から、事業の実現が可能との結果と

なった。 

補助事業の実施に伴い締結さ

れた売買、貸借、請負その他

の契約 

（※技術開発事業のみ：間接補

助を行った場合は、間接補助先

を記載） 

契約（間接補助）の

目的 

発電設備の概要や蓄電地容量、災害時にお

ける電力利用計画等事業可能性を調査する

とともに、理解促進の方策を検討すること

を目的とする。 

契約の方法 条件付一般競争入札（総合評価方式： 

技術提案型） 

契約の相手方（間

接補助先） 

株式会社エブリプラン 米子営業所 

契約金額（間接補

助金額） 

12,096,700円 

来年度以降の事業見通し  現在、送電事業者と送電線への接続時期等について協議中。協

議結果によって事業化の可否判断を行う予定としている。 

 


